
平成２９年度 事業計画

－ 事 務 局 － 

１．事務所機能の強化推進 

①事務職員の増員による業務効率化を図る

②情報共有を目的にした事務局連絡会の実施

  （６月〜月１回程度） 

③機器老朽化 PC 買い替え(29 年 6 月実施)

④遠隔地クラウドシステム導入検討の継続

２．経済的基盤の安定化強化対策の継続 

・支出面の管理及び、その適正化を促す。加え

て、公益事業比率の適正化を進める。また会

計事務所の助言も積極的に求める。

３．年間行事計画の立案 

公益法人取得により管理事業の実施次期の適 

正化を進める。 

４. 組織率の維持向上対策

①県内養成校７校を訪問し入会説明を行なう

平成 30 年２月末予定

②県内養成校、優秀学生士会長表彰の実施

５. その他

①公益法人取得に伴う外部監査準備

②公益法人取得に伴う会計元帳の整備

③団体保険契約継続

総務部 

１．総務 

①会員情報管理：役員への会員情報提供

（情報提供要請の窓口） 

②文書管理：公文書、後援依頼、派遣依頼等

文書発行・保管

③理事会：理事会関連経費等の支給

④定時総会：総会資料の作成、配布、開催

⑤新人オリエンテーション：案内、開催

２．用度 

①備品の管理：備品台帳の更新、保管

②消耗品管理：封筒、役員名刺などの発注

③不要文書および物品の廃棄：耐用年数超過物品

などの廃棄。

３．経理 

①源泉徴収税：納入、支払調書作成・提出

②法人税：法人市民税・法人県民税の納入

③会費請求書の発行

財務部 

１．財務管理 

・銀行口座の管理

・収支管理

２．会費納入の管理 

・会費納入の確認と管理

・未納会員への督促

・領収書依頼業務

３．予算・補正予算管理 

・予算振込、返金の管理

・補正予算振込、返金の管理

４．その他法人財務に関する業務 

・広告費請求書作成、送付

・その他

行政企画部 

・静岡県リハビリテーション専門職団体協議会や静

岡県理学療法士連盟等他団体と調整しつつ、必要に

応じて公共の福祉改善等を目的に行政への提言や公

的基金等の調査・検討・申請等を担当する。 

・加えて、委託公益事業の方針等の検討等を行う。

渉外部 

１．派遣受付の窓口機能・及び派遣調整 

例：介護認定審査会委員、障害程度区分認定審査



平成２９年度 事業計画（案）

－ 事 務 局 － 山内一之

１．事務所機能の強化推進

①事務職員の増員による業務効率化を図る

②情報共有を目的にした事務局連絡会の実施

  （６月〜月１回程度）

③機器老朽化 PC 買い替え(29 年 6 月実施) 

④遠隔地クラウドシステム導入検討の継続

２．経済的基盤の安定化強化対策の継続

・支出面の管理及び、その適正化を促す。加え

て、公益事業比率の適正化を進める。また会

計事務所の助言も積極的に求める。

３．年間行事計画の立案

公益法人取得により管理事業の実施次期の適

正化を進める。

４. 組織率の維持向上対策

①県内養成校７校を訪問し入会説明を行なう

平成 30 年２月末予定

②県内養成校、優秀学生士会長表彰の実施

５. その他

①公益法人取得に伴う外部監査準備

②公益法人取得に伴う会計元帳の整備

③団体保険契約継続

総務部 板倉宏晃

１．総務

①会員情報管理：役員への会員情報提供 

（情報提供要請の窓口）

②文書管理：公文書、後援依頼、派遣依頼等

文書発行・保管 

③理事会：理事会関連経費等の支給

④定時総会：総会資料の作成、配布、開催 

⑤新人オリエンテーション：案内、開催

２．用度

①備品の管理：備品台帳の更新、保管

②消耗品管理：封筒、役員名刺などの発注

③不要文書および物品の廃棄：耐用年数超過物品

などの廃棄。

３．経理

①源泉徴収税：納入、支払調書作成・提出

②法人税：法人市民税・法人県民税の納入

③会費請求書の発行

財務部 堀池沙織

１．財務管理

・銀行口座の管理

・収支管理 

２．会費納入の管理

・会費納入の確認と管理 

・未納会員への督促

・領収書依頼業務

３．予算・補正予算管理

・予算振込、返金の管理 

・補正予算振込、返金の管理

４．その他法人財務に関する業務

・広告費請求書作成、送付

・その他

行政企画部 山内一之

・静岡県リハビリテーション専門職団体協議会や静

岡県理学療法士連盟等他団体と調整しつつ、必要に

応じて公共の福祉改善等を目的に行政への提言や公

的基金等の調査・検討・申請等を担当する。

・加えて、委託公益事業の方針等の検討等を行う。

渉外部 板倉宏晃

１．派遣受付の窓口機能・及び派遣調整

例：介護認定審査会委員、障害程度区分認定審査

会委員、包括支援センター運営協議会委員等 

２．各種団体との連絡調整 

－ 広 報 局 － 

・広報誌「ゆまにて」とホームページを通して会員

および一般市民に静岡県理学療法士会活動を広報す

る．具体的には，広報原稿の校正，編集や構成に関

する助言，掲載指示を行う． 

・組織検討委員会の答申に対する理事会決定に基づ

き，ＦＡＸ・メール配信にかかる部門の設置を検討

する。 

ゆまにて編集部 

静岡県理学療法士会の広報活動の一環として，会

員向けの広報誌「ゆまにて」を発行する．配布先は，

主として本会会員および各都道府県理学療法士会士

会，広告掲載事業所など．法人化を機に当会の活動

を関係諸団体へ広報するためのニュースレターを発

行したい． 

１．広報誌「ゆまにて」年間 6 回の編集・発行 

２．広報誌「ゆまにて」の取材・印刷作業． 

３．広告の管理確認 

４．静岡県理学療法士会理事会の書記． 

５．各イベントの取材． 

６．その他 

ホームページ管理部

静岡県理学療法士会のサイト運営と管理を行う。

公益性のあるホームページへのリニューアルと、迅

速な対応が可能な体制を整えていく。また、サーバ

ー管理や各役員が所有しているメールアドレスの

管理を行います。 

１．静岡県理学療法士会サイトの管理 

２．サイトマップの修正、HP フレームの作成 

３．サーバーデータの管理 

４．メールアドレスの管理 

５．その他 

メール FAX 通信部

会員に対し，ゆまにておよびホームページで対応

困難な広報・周知事項をＦＡＸおよび電子メールを

用いて伝達する。なお，扱う情報は，緊急かつ重要

な情報に限る。 

－ 学術局 － 

学会部 

１．第 21 回静岡県理学療法士学会開催 

学会長：篠原宏幸（静岡市立静岡病院） 

準備委員長：瀧 和人（山の上病院） 

会期：平成 29 年 6 月 25 日（日） 

会場：静岡県コンベンションアーツセンター 

   「グランシップ」（静岡市駿河区） 

テーマ：「つなぐ」

―これからの理学療法士が果たすべき役割―

参加者見込み：775 名予定（会員・学生・会員外・

他職種・他県士会員） 

演題：一般口述 66、フレッシュマンズ口述 32 

（計 108 演題） 

学会長特別企画シンポジウム： 

「理学療法における予防の実践」 ―静岡県に

おける予防理学療法の普及に向けて― 

専門部会セミナー：3 部会（神経系理学療法・生

活環境支援系・研究開発支援） 

運営委員：95 名 

時期 内容 

4 月 定例準備会議 1 回 

5 月 会場責任者会議 1 回、定例準備会議 1 回 



財務局会議 1 回、運営局会議 1 回 

6 月 前日準備、拡大準備会議 1 回 

7 月 優秀演題選考会議 1 回、会計監査 1 回 

２．第 22 回静岡県理学療法士学会開催準備 

学会長：矢倉千昭（聖隷クリストファー大学） 

準備委員長：森下一幸（浜松市リハビリテーショ

ン病院）

会議予定：準備会議 13 回（拡大準備会議 2 回、

定例準備会議 11 回）、各局内会議約 15 回、査読

会議 2 回、学術誌校正会議 2 回 

事業内容：企画書完成、演題募集・採択、後援依

頼、懇親会企画、託児業者選定・依頼、書店業者

依頼、物品借用業者選定・依頼、運営マニュアル

作成、運営委員募集、学会ＨＰ開設、ポスター作

成、学会誌作成 

３．第 23 回静岡県理学療法士学会学会長選出・開

催準備 

４．学会ガイドライン及び各マニュアルの見直し 

５．学会アンケート実施（社会局合同調査） 

６．学会を考える会開催 

学術誌部 

（旧学術編集部） 

１．静岡県理学療法士会学術誌第 35 号発行および 

発送（7 月～9 月 3350 部）  

２．各専門部会、優秀演題者への論文作成依頼  

３．学術誌投稿規定の修正  

４．査読制度、査読者選考基準の検討  

５．オープンアクセスについての調査  

６．国立図書館、医中誌、J-STAGE、メディカルオ 

ンラインへの学術誌登録

専門領域部 

① 専門部会会員登録管理

② 専門部会規程の見直し

③ 専門部会研修会開催についてのマニュアル化

④ 専門部長会議の開催

⑤ 公益法人化に向けた専門部会研修会の提案

神経系理学療法専門部会

① 第 21 回静岡県理学療法士学会専門部会セミナ

ーでの講演

② 神経系理学療法専門部会成人部門研修会

③ 神経系理学療法専門部会小児部門研修会

※以上、日時・場所：未定（参加各 40 名を予定） 

④ 静岡県理学療法士学術誌への論文掲載

⑤ 神経系専門部会組織図策定

生活環境支援系専門部会 

① 静岡県理学療法士学会専門部会セミナー

日時：平成 29 年 6 月 25 日（日） 

場所：グランシップ 

内容：ホームエクササイズ継続に対する影響因子

とセラピストによる支援 

講師：松村剛志（常葉大学） 

参加：40 名 

② 第 11 回地域リハビリテーション実践研修会

日時：未定

場所：常葉大学

内容：未定

参加：20 名（予定）

内部障害系専門部会 

【呼吸】 

① 平成 29 年度静岡呼吸リハビリテーション研修会

日時：平成 29 年 12 月 9 日（土）10 日（日）

場所：常葉大学水落校舎

内容：呼吸リハビリテーションの基礎と実際

参加：80 名（予定）

② 内部障害系（呼吸）専門部会研修会

日時、内容：未定



財務局会議 1 回、運営局会議 1 回

6 月 前日準備、拡大準備会議 1 回 

7 月 優秀演題選考会議 1 回、会計監査 1 回

２．第 22 回静岡県理学療法士学会開催準備

学会長：矢倉千昭（聖隷クリストファー大学）

準備委員長：森下一幸（浜松市リハビリテーショ

ン病院）

会議予定：準備会議 13 回（拡大準備会議 2 回、

定例準備会議 11 回）、各局内会議約 15 回、査読

会議 2 回、学術誌校正会議 2 回

事業内容：企画書完成、演題募集・採択、後援依

頼、懇親会企画、託児業者選定・依頼、書店業者

依頼、物品借用業者選定・依頼、運営マニュアル

作成、運営委員募集、学会ＨＰ開設、ポスター作

成、学会誌作成 

３．第 23 回静岡県理学療法士学会学会長選出・開

催準備

４．学会ガイドライン及び各マニュアルの見直し

５．学会アンケート実施（社会局合同調査）

６．学会を考える会開催

学術誌部 堀野広光

（旧学術編集部）

１．静岡県理学療法士会学術誌第 35 号発行および

発送（7 月～9 月 3350 部） 

２．各専門部会、優秀演題者への論文作成依頼 

３．学術誌投稿規定の修正

４．査読制度、査読者選考基準の検討 

５．オープンアクセスについての調査 

６．国立図書館、医中誌、J-STAGE、メディカルオ

ンラインへの学術誌登録 

専門領域部 森下一幸

① 専門部会会員登録管理

② 専門部会規程の見直し

③ 専門部会研修会開催についてのマニュアル化

④ 専門部長会議の開催

⑤ 公益法人化に向けた専門部会研修会の提案 

神経系理学療法専門部会（部会長：内田成男）

① 第 21 回静岡県理学療法士学会専門部会セミナ

ーでの講演

② 神経系理学療法専門部会成人部門研修会

③ 神経系理学療法専門部会小児部門研修会

※以上、日時・場所：未定（参加各 40 名を予定）

④ 静岡県理学療法士学術誌への論文掲載

⑤ 神経系専門部会組織図策定

生活環境支援系専門部会（部会長：青田安史）

① 静岡県理学療法士学会専門部会セミナー

日時：平成 29 年 6 月 25 日（日） 

場所：グランシップ

内容：ホームエクササイズ継続に対する影響因子

とセラピストによる支援

講師：松村剛志（常葉大学）

参加：40 名 

② 第 11 回地域リハビリテーション実践研修会

日時：未定

場所：常葉大学 

内容：未定

参加：20 名（予定）

内部障害系専門部会（部会長：加藤倫卓）

【呼吸】

① 平成 29 年度静岡呼吸リハビリテーション研修会

日時：平成 29 年 12 月 9 日（土）10 日（日）

場所：常葉大学水落校舎

内容：呼吸リハビリテーションの基礎と実際

参加：80 名（予定）

② 内部障害系（呼吸）専門部会研修会

日時、内容：未定

場所：中部地区（予定） 

参加：30 名（予定） 

【循環】 

① 内部障害系（循環）専門部会研修会１

日時、内容：未定

場所：常葉大学水落校舎

参加：40 名（予定）

② 内部障害系（循環）専門部会研修会２

日時、内容：未定

場所：常葉大学水落校舎

参加：40 名（予定）

【がんのリハビリテーション】 

内部障害系（がん）専門部会研修会 

日時：平成 29 年 10～11 月予定 

場所：聖隷浜松病院予定 

内容：検討中 

参加：30 名（予定） 

運動器系理学療法専門部会 

① 運動器系理学療法専門部会 研修会Ⅰ

日時：平成 30 年 1 月

会場：静岡徳洲会病院

テーマ；未定

講師；坂本雅昭先生 (群馬大学)・他 

定員：30 名 

② 運動器系理学療法専門部会 研修会Ⅱ

日時：平成 30 年 1 月

会場：静岡徳洲会病院

テーマ：未定

講師：川角謙一先生 (静岡厚生病院) 

定員：30 名 

研究・開発支援系専門部会 

① 2017 年度 研究開発支援講座開催

・研究実践者の育成を目的に，研究開発支援講座

を開催する。

・研究開発支援講座では，研究計画の立案・実施， 

データ解析から学会発表，論文作成までの一連の 

研究過程の実践を支援していく。全 3 回開催予定。 

会場：東・中・,西各地区 1 回 

参加者：各 10 名程度 

講師：金原一宏・他 

■研究総論(研究の意義・量的研究と質的研究・

文献収集・研究疑問の設定)（東部地区）

日時：2017 年 6 月に実施予定

会場：未定(東部地区を予定)

講師：金原一宏（聖隷クリストファー大学）他

■統計入門(指標の尺度・対応の有無・パラメト

リックとノンパラメトリック・Ｔ検定・相関

分析)（中部地区） 

日時：2017 年 10 月に実施予定 

会場：未定(中部地区を予定)  

講師：金原一宏（聖隷クリストファー大学）他 

■臨床研究の実践 (臨床症例研究について・症

例検討)（西部地区） 

日時：2017 年 12 月に実施予定 

会場：聖隷クリストファー大学 

講師：金原一宏（聖隷クリストファー大学）他 

② 研究進捗報告会開催

・2015 年度から進めている研究について，進捗

報告会を開催し，学会発表や論文投稿までを

実践的に指導していく。

・県学会・東海北陸ブロック学術大会・分科会学術集

会などに演題登録または発表の指導をする。

・支援講座の開催月以外の月(7・11・1 月)に開催

する。

③ 研究開発支援公開講座

・2016 年度の研究成果を含むテーマで、県士会

員および一般市民に役立つ情報提供をする目的

で，研究開発支援公開講座を開催する。 

・内容は，2016 年度の研究成果を含むテーマを

設定し，一般市民にもわかるような講座を開催

する（講師と検討）。全 3 回開催予定。

会場：東・中・,西各地区 1 回

参加者：各 30 名程度

講師：金原一宏・他 2016 年度受講生など



教育管理系専門部会 

■教育・管理系理学療法について専門的知識を持つ

県士会会員の育成

■東部・中部・西部の支部体制構築による静岡県全

域にわたった継続的・発展的な活動の展開

■理学療法士の質を向上するための一体的な卒

前・卒後臨床教育の構築と国内への発信

① 教育管理系専門部会会議

第１回：平成 29 年 6 月 24 日（土）

今年度事業計画、予算確認 

第 1 回研修会企画・審議 

第 2 回：平成 29 年 10 月 14 日（土） 

次年度事業計画・予算審議 

第 1 回研修会企画・審議 

時間：16：00～18：00 

場所：静岡県理学療法士会事務所 

② ワーキンググループ会議

「県士会管理者および教育管理系の講師を育成す

るための効果的プログラム検討事業」 

第 1 回 平成 29 年 6 月 24 日（土） 

第 2 回 平成 29 年 8 月 26 日（土） 

第 3 回 平成 29 年 10 月 14 日（土） 

時間：14:30～16:00 

場所：静岡県理学療法士会事務所 

③ 平成 29 年度研修会

日時：平成 30 年 1 月 21 日（日） 

場所：未定 

内容：講義・ワークショップ・演習等 

定員：３０名 

④ 臨床実習 NG 集 DVD 貸出

⑤ 学術誌執筆

― 生涯学習局（旧教育局） ― 

 “共育でもある”を前提に資質向上のため研修会

部・ポイント認定部・新人教育部・理学療法士講習

会部の４部門個々相互の協調運営の充実を図る。そ

れに加え、学術局と連携し研修体制の見直しを推進

していく。 

各部では、①新人教育プログラムの履修率向上及

び地区連との連携強化に加え症例検討会の充実（新

人教育部）、②協会事業から士会事業への移行（協会

助成金事業）に伴い安定した講習会の運営（理学療

法士講習会部）、③広い領域を意識した研修テーマの

立案および実施（研修部）、④生涯学習ポイント付与

等業務の向上・効率化および安定した運営方法の検

討（ポイント認定部）等を推進する。多くの会員に

情報発信をするために、士会 HP・広報誌ゆまにてと

連動した Official Twitter および Facebook での情報発

信等（セミナーの中止・延期のインフォメーション

を含む）も継続する。 

加えて、一般参加者に対する安定した対応ができ

るように事務局との連携を密に行い、各部の体制を

整えていく。 

新人教育部 

１．東部・中部・西部各地区の運営協力のもとに新

人教育プログラム研修会を開催する。 

２．地区との連携を重視し、各地区別副部長を配置

した体制を継続する。 

３．新人教育プログラム研修会は新入会会員の手元

に会員証が届く 29 年秋以降に開催する。 

４．新人教育部主催症例検討会の実施 

各地区開催の内、1 地区は夏開催とし県学会な

どでの発表を促進する。 

５．HP・ゆまにて・Twitter を活用し、積極的な情報

提供に努める。 

＜新プロ研修会開催予定＞ 

※平成 29 年 10 月～平成 30 年 2 月の間に全 3 回の

新人教育プログラム研修会を実施する。

内訳：全 11 カテゴリーを各地区 1 回、別日程で

開催予定



教育管理系専門部会（部会長：佐々木嘉光）

■教育・管理系理学療法について専門的知識を持つ

県士会会員の育成

■東部・中部・西部の支部体制構築による静岡県全

域にわたった継続的・発展的な活動の展開 

■理学療法士の質を向上するための一体的な卒

前・卒後臨床教育の構築と国内への発信

① 教育管理系専門部会会議 

第１回：平成 29 年 6 月 24 日（土） 

今年度事業計画、予算確認

第 1 回研修会企画・審議

第 2 回：平成 29 年 10 月 14 日（土）

次年度事業計画・予算審議

第 1 回研修会企画・審議

時間：16：00～18：00

場所：静岡県理学療法士会事務所

② ワーキンググループ会議 

「県士会管理者および教育管理系の講師を育成す

るための効果的プログラム検討事業」

第 1 回 平成 29 年 6 月 24 日（土） 

第 2 回 平成 29 年 8 月 26 日（土）

第 3 回 平成 29 年 10 月 14 日（土）

時間：14:30～16:00 

場所：静岡県理学療法士会事務所

③ 平成 29 年度研修会

日時：平成 30 年 1 月 21 日（日）

場所：未定

内容：講義・ワークショップ・演習等

定員：３０名

④ 臨床実習 NG 集 DVD 貸出 

⑤ 学術誌執筆 

― 生涯学習局（旧教育局） ―

大石義秀

“共育でもある”を前提に資質向上のため研修会

部・ポイント認定部・新人教育部・理学療法士講習

会部の４部門個々相互の協調運営の充実を図る。そ

れに加え、学術局と連携し研修体制の見直しを推進

していく。

各部では、①新人教育プログラムの履修率向上及

び地区連との連携強化に加え症例検討会の充実（新

人教育部）、②協会事業から士会事業への移行（協会

助成金事業）に伴い安定した講習会の運営（理学療

法士講習会部）、③広い領域を意識した研修テーマの

立案および実施（研修部）、④生涯学習ポイント付与

等業務の向上・効率化および安定した運営方法の検

討（ポイント認定部）等を推進する。多くの会員に

情報発信をするために、士会 HP・広報誌ゆまにてと

連動した Official Twitter および Facebook での情報発

信等（セミナーの中止・延期のインフォメーション

を含む）も継続する。

加えて、一般参加者に対する安定した対応ができ

るように事務局との連携を密に行い、各部の体制を

整えていく。

新人教育部 岩里大樹

１．東部・中部・西部各地区の運営協力のもとに新

人教育プログラム研修会を開催する。

２．地区との連携を重視し、各地区別副部長を配置

した体制を継続する。

３．新人教育プログラム研修会は新入会会員の手元

に会員証が届く 29 年秋以降に開催する。 

４．新人教育部主催症例検討会の実施

各地区開催の内、1 地区は夏開催とし県学会な

どでの発表を促進する。

５．HP・ゆまにて・Twitter を活用し、積極的な情報

提供に努める。 

＜新プロ研修会開催予定＞

※平成 29 年 10 月～平成 30 年 2 月の間に全 3 回の

新人教育プログラム研修会を実施する。

内訳：全 11 カテゴリーを各地区 1 回、別日程で

開催予定

【第 1 回候補日】 

10 月 1 日、15 日、22 日、29 日、11 月 5 日 

A-2 協会組織と生涯学習システム

A-5 理学療法における関連法規

D-2 生涯学習と理学療法の専門領域

B-4  症例報告・発表の仕方

【第 2 回候補日】 

11 月 12 日、19 日、26 日、12 月 3 日 、10 日 

A-1 理学療法と倫理

    A-3 リスクマネジメント 

A-4  人間関係及び接遇

D-1 社会の中の理学療法

【第 3 回候補日】 

1 月 14 日、21 日、28 日、2 月 4 日、11 日、18 日 

E-2  コーチングとティーチング

B-2 クリニカルリーズニング

B-3  統計方法論

＜教育局主催の症例検討会＞ 

※平成 29 年 7 月～8 月に 1 回、1 月～2 月の間に 2

回、延べ 3 回の症例検討会（各地区 1 回、別日程

で開催予定）を実施する

※新プロ研修会及び症例検討会の開催日は調整中。

他局事業等の関連で開催日が同日となる事もある。

日程調整は早期完了を心掛け、決定次第 HP・ゆま

にて・教育局 Twitter で公表する。

ポイント認定部 

（旧生涯学習部） 

１）包括会員管理システムの円滑な運用を行うた

めの施策を継続し実施する

・県士会主催研修会のセミナー登録、協会申請に伴

う各部との連携強化、個人情報を扱う際のセキュ

リティ強化での連携 <継続>

・県士会主催研修会における講師・査読者・座長な

どのポイント申請代行作業

・新プロ、専門部会などの研修会における単位認定

条件の明確化 <継続> 

・啓蒙活動、新プロ修了申請や専門・認定理学療法

士制度への移行推進 <継続>

２）情報の提供

・ホームページ，「ゆまにて」を通じて新プロなど

の情報を提供する

３）生涯学習システムへの質問対応

研修部 

 平成 29 年度は研修部研修会を年間 4 回企画・運

営する。内 1 回は新人教育プログラムの新カリキュ

ラムを開催する。

【第１回】平成 29 年 6 月～7 月（開催予定） 

会場：未定    定員: 80 名 

テーマ：「リハビリテーション栄養（仮）」

講師：高橋浩平 先生（田村外科病院）（予定） 

【第２回】平成 29 年 8 月～9 月（開催予定）  

会場、講師：未定  定員：60 名 

テーマ：「運動器の理学療法（仮）」

【第３回】平成 29 年 10 月～11 月（開催予定） 

会場：常葉大学静岡キャンパス 

テーマ：新プロ「理学療法の臨床」4 コマ

講師：未定  定員：各 180 名 

【第 4 回】平成 30 年 1 月～2 月（開催予定） 

会場、講師：未定   定員：60 名 

テーマ：「理学療法基礎研修（内容計画中）」

理学療法士講習会部 

１．理学療法士講習会の企画・運営 

協会の助成金事業として今年度も静岡県士会とし

て理学療法士講習会を開催する。これまで以上に

各講習会担当者との連絡を密にし、安定した講習

会運営を目指す。静岡県士会員が県内で充実した

研修を受ける機会を提供する。 

２．理学療法士講習会開催（基本編 理論） 

①下肢運動器疾患の理学療法 ～変形性膝関節



症・変形性股関節症を中心に～ 

日時：平成 29 年 8 月 19 日～8 月 20 日 

会場：常葉大学水落キャンパス 

定員：100 名 

②脳血管疾患に対する評価・治療の基礎

日時：平成 30 年 1 月 21 日

会場：常葉大学水落キャンパス

定員：100 名

－ 社 会 局 － 

 社会局は、今年度より広報啓発部、調査部。公開

講座部の 3 部体制にて、県民の皆様に全国統一イベ

ント「介護予防・健康推進キャンペーン」、第 20 回

公開講座などを開催し理学療法士・理学療法の啓発

活動を行う。また、県学会に関する意識調査など他

局と連携した調査を行い、会員の皆様に還元する。 

広報啓発部 

（旧広報・PT 週間部） 

１．理学療法週間事業 

①第 20 回公開講座のメディアを利用した広報

期日：平成 29 年 7 月 9 日（日）

場所：韮山時代劇場（伊豆の国市）

②シルバーリハビリ体操の推進

第 20 回公開講座と共同で実施

③イベント用品の配布

第 20 回公開講座にて配布

配布物品：うちわ、クリアファイル

④高校生施設見学の実施

平成 29 年 7 月 18 日～8 月 4 日（土・日除く） 

⑤広報啓発活動

SBS ラジオ出演

調査部 

１．県学会に関する意識調査 

（学術局との合同調査） 

２．公益法人取得に伴う士会組織率報告の為の調査 

（事務局との合同調査） 

公開講座部 

（旧公開講座・研修部） 

１．平成 29 年度公開講座（実行委員長：藤原潤） 

テーマ：「運動を通じて元気なまちとひとづくり」

～住み慣れたまちで理学療法士ができること～

講師：小林敦郎 

開催日：平成 29 年 7 月 9 日（日） 

会場：伊豆の国市韮山文化センター 

２．平成 30 年度公開講座開催準備 

第 22 回静岡県理学療法士学会で同時開催予定 

－ 予防局（旧公益事業局） － 

公益事業局は、予防局と名称を変更して、より地域

社会への障害予防事業に特化した活動を推進してい

く所存である。様々な年齢層の地域住民からの要望

を、これまで以上に適切に対応するため３部門に分

かれて活動する。スポーツ選手を対象とするメディ

カルサポート部。地域住民、主に学童と産後ママを

対象とする健康増進部。そして働き盛りの中年を含

めた年齢層以上を主対象とした公益予防部である。 

より一層地域住民への障害予防と理学療法士の認

知度を向上していく所存である。 

メディカルサポート部

1．活動内容 

①メディカルサポート部

・メディカルサポート部合同研修会(11 月）



症・変形性股関節症を中心に～

日時：平成 29 年 8 月 19 日～8 月 20 日

会場：常葉大学水落キャンパス

定員：100 名 

②脳血管疾患に対する評価・治療の基礎

日時：平成 30 年 1 月 21 日

会場：常葉大学水落キャンパス

定員：100 名 

－ 社 会 局 － 小山内隆

社会局は、今年度より広報啓発部、調査部。公開

講座部の 3 部体制にて、県民の皆様に全国統一イベ

ント「介護予防・健康推進キャンペーン」、第 20 回

公開講座などを開催し理学療法士・理学療法の啓発

活動を行う。また、県学会に関する意識調査など他

局と連携した調査を行い、会員の皆様に還元する。

広報啓発部 町田雄介

（旧広報・PT 週間部）

１．理学療法週間事業

①第 20 回公開講座のメディアを利用した広報

期日：平成 29 年 7 月 9 日（日） 

場所：韮山時代劇場（伊豆の国市）

②シルバーリハビリ体操の推進

第 20 回公開講座と共同で実施

③イベント用品の配布

第 20 回公開講座にて配布

配布物品：うちわ、クリアファイル

④高校生施設見学の実施

平成 29 年 7 月 18 日～8 月 4 日（土・日除く）

⑤広報啓発活動

SBS ラジオ出演

調査部 小山内隆

１．県学会に関する意識調査 

（学術局との合同調査）

２．公益法人取得に伴う士会組織率報告の為の調査

（事務局との合同調査）

公開講座部 山下裕太郎

（旧公開講座・研修部）

１．平成 29 年度公開講座（実行委員長：藤原潤）

テーマ：「運動を通じて元気なまちとひとづくり」

～住み慣れたまちで理学療法士ができること～ 

講師：小林敦郎

開催日：平成 29 年 7 月 9 日（日）

会場：伊豆の国市韮山文化センター

２．平成 30 年度公開講座開催準備

第 22 回静岡県理学療法士学会で同時開催予定

－ 予防局（旧公益事業局） － 岡部敏幸

公益事業局は、予防局と名称を変更して、より地域

社会への障害予防事業に特化した活動を推進してい

く所存である。様々な年齢層の地域住民からの要望

を、これまで以上に適切に対応するため３部門に分

かれて活動する。スポーツ選手を対象とするメディ

カルサポート部。地域住民、主に学童と産後ママを

対象とする健康増進部。そして働き盛りの中年を含

めた年齢層以上を主対象とした公益予防部である。

より一層地域住民への障害予防と理学療法士の認

知度を向上していく所存である。

メディカルサポート部 小林敦郎

1．活動内容

①メディカルサポート部

・メディカルサポート部合同研修会(11 月）

・メディカルサポート部役員会(11 月)

・静岡マラソン（3 月）

②高校野球部門

・第 64 回春季東海地区高等学校野球静岡県大会（5 月） 

・第 99 回全国高等学校野球選手権静岡大会（7 月）

・第 70 回秋季東海地区高等学校野球大会静岡県大会（9 月） 

・甲子園研修（8 月）

・スポーツ・ドクターとＰＴによる野球障害予防講習会（1 月） 

・メディカルサポート訪問事業（県下６校：４月〜３月）

・各地区でのワークショップの開催（4 月～7 月）

・役員会（4 月・7 月・12 月）

③障害者野球部門

・身体障害者野球（静岡ドリームス）練習

・第 25 回選抜全国大会 帯同（5 月）

・第 14 回 ドリームカップ（7 月）

・ゼット杯第 12 回中部・東海身体障害者野球大会兼第 19 回全日

本身体障害者野球選手権大会（地区代表決定戦）（9 月）

④障害者陸上部門

・静岡県障害者スポーツ大会・わかふじ大会陸上競技（9 月）

・全国障害者スポーツ大会合宿および練習会（4 月・9 月）

・全国障害者スポーツ大会 帯同（10 月）

・全日本知的陸上強化合宿（8 月）

・静岡県障害者陸上競技記録会（6 月）

⑤高校テニス部門

・静岡県高校生テニス選抜強化合宿（8 月・3 月） 

⑥サッカー部門

・研修会（AED・応急処置・テーピング等）（4 月、7 月）

・静岡県シニアサッカーフェスティバル in ECOPA2017（6 月） 

・第 19 回清水レディースカップサッカー大会（7 月）

・第 31 回全国少年少女草サッカー大会（8 月）

・静岡県 U11・12 トレセンサポート（年 5 回）

・第 25 回新春静岡 U-11 サッカー大会（1 月）

・第 3 回障がい者サッカーフェスティバル（1 月） 

・新春静岡サッカー大会（1 月）

・第 3 回全国知的障がい者高等学校サッカー大会（2 月） 

・第 15 回清水スーパーシニアサッカー大会(3 月)

２. 広報活動

①メディカルサポート部 HP の運営

②活動報告とあわせて県士会 HP、ゆまにてに掲載

介護予防部 

（旧公益支援部） 

１.公民館講座での講演

①理学療法士による健康なからだづくり講座

期間：平成 29 年 6 月 3 日、7 月 1 日、8 月 5 日、9 月 2 日、

10 月 7 日、11 月 4 日、12 月 2 日、平成 30 年 1 月 6 日 

会場：葉梨公民館（藤枝市） 

 講師兼スタッフ：小原智永 

２．都道府県コーディネーター養成研修会(日本理学

療法士協会)に参加 

３．介護予防キャラバンの実施 

富士宮市、富士市、長泉町、伊東市、東伊豆町町、

静岡市 2 会場、藤枝市、浜北市、浜松市、森町 

４．しずおか元気応援フェアへの参加 

５．イベント支援 

１）認知症啓発イベント（ラン伴）

２）元気ふじえだ健康ウォーキング

３）まきのはらビタミン２DAY ウォーキング

健康増進部 

１．親子美姿勢教室 

会場：藤枝または焼津地区 

 日程：未定（１回開催） 

２．産後母親教室 

会場：藤枝、掛川、浜松地区 

日程：未定（各地区２回ずつ開催） 

３．石井美和子先生講演会 

会場：中東遠総合医療センター 

日程：１０月１日 

－ 職 能 局 － 

多様化する職能局事業に対応できる組織編成し 



社会背景と医療・介護の方向性を念頭に報酬関連の

動向を調査や地域包括ケアシステム推進へ向けた体

制強化と人材育成（医療・介護）等を実施し、理学

療法士の職域拡大、身分の保証に関する事業を展開

する。また、局の直接事業として企業（ダイハツ工

業）とのタイアップした健康増進・介護予防事業に

ついて展開する。 

医療介護保険部 

（旧医療保険部・介護保険部） 

１．医療保険・介護保険の次回同時改定に向けての

情報収集ならびにホームページを通じての早期情

報公開 

２．医療保険・介護保険に関する会員からの問い合

わせの受付と調査・報告 

３．協会との情報交換 

４．次期改定の診療報酬・介護報酬に伴う研修会へ 

 の参加 

５．研修会への講師派遣 

地域包括ケアシステム推進部     

（旧地域包括ケアシステム推進特別委員会） 

静岡県リハビリテーション専門職団体協議会の以下

の予定事業を支援する。 

１．地域リハビリテーション活動支援事業における

人材育成事業（地域医療介護総合確保基金） 

２．地域リハビリテーション活動支援事業における

人材派遣事業 

３．地域におけるリハ職活用のための広報活動 

４．医療・介護推進事業におけるリハ職の活用 

へ向けての広報活動等 

職能研修部

（旧訪問リハビリ・ステーション特別委員会） 

１．訪問リハビリテーション振興委員会 主催 

第 8 回 訪問リハ地域リーダー会議への出席 

開催日：平成 29 年 5 月 19 日（金）、20 日（土） 

会場：タイム 24 ビル（東京都 江東区青海） 

２．訪問リハビリテーション振興委員会主催 

訪問リハビリテーションフォーラム 2017 への

出席 

３．静岡県リハビリテーション専門職団体協議会と 

訪問リハ関連の情報共有 

４．第 8 回静岡県訪問リハビリテーション実務者研 

 修会の開催 

５．初級管理者研修会の開催 

６．領域別管理者研修（急性期、生活期）の開催 

７．部門責任者協議会の実施 

障害児者福祉部 

１．障害児・者の通所施設調査の実施 

２．障害児・者の通所施設ネットワーク形成 

― 地区ブロック事業（旧・地区事業）― 

共通 

１．地域包括ケアシステムにおける連携、協力 

２．地域ケア会議への関わり強化 

３．他団体への講師、役員選出、派遣 

４．介護予防キャラバン、各種イベント 

 に関わる運営協力（各地区開催） 

５．新人教育プログラム研修会の運営協力 

６．地区症例検討会の開催協力 

７．セクハラ・パワハラ等地区相談窓口の開設準備 

８．女性会員の活躍できる場づくり推進 

９．支部組織の構築および連携強化 

10．地区連絡網の整備及び地区会員名簿の管理 

11．ホームページ活用（行事案内、報告） 

12．その他、地区事業に関すること 



社会背景と医療・介護の方向性を念頭に報酬関連の

動向を調査や地域包括ケアシステム推進へ向けた体

制強化と人材育成（医療・介護）等を実施し、理学

療法士の職域拡大、身分の保証に関する事業を展開

する。また、局の直接事業として企業（ダイハツ工

業）とのタイアップした健康増進・介護予防事業に

ついて展開する。

医療介護保険部 安間稔泰

（旧医療保険部・介護保険部）

１．医療保険・介護保険の次回同時改定に向けての

情報収集ならびにホームページを通じての早期情

報公開

２．医療保険・介護保険に関する会員からの問い合

わせの受付と調査・報告

３．協会との情報交換

４．次期改定の診療報酬・介護報酬に伴う研修会へ 

の参加

５．研修会への講師派遣

地域包括ケアシステム推進部 菊池和幸

（旧地域包括ケアシステム推進特別委員会）

静岡県リハビリテーション専門職団体協議会の以下

の予定事業を支援する。

１．地域リハビリテーション活動支援事業における

人材育成事業（地域医療介護総合確保基金）

２．地域リハビリテーション活動支援事業における

人材派遣事業

３．地域におけるリハ職活用のための広報活動

４．医療・介護推進事業におけるリハ職の活用

へ向けての広報活動等

職能研修部 近藤 亮

（旧訪問リハビリ・ステーション特別委員会）

１．訪問リハビリテーション振興委員会 主催 

第 8 回 訪問リハ地域リーダー会議への出席

開催日：平成 29 年 5 月 19 日（金）、20 日（土）

会場：タイム 24 ビル（東京都 江東区青海）

２．訪問リハビリテーション振興委員会主催

訪問リハビリテーションフォーラム 2017 への

出席 

３．静岡県リハビリテーション専門職団体協議会と 

訪問リハ関連の情報共有 

４．第 8 回静岡県訪問リハビリテーション実務者研

修会の開催

５．初級管理者研修会の開催 

６．領域別管理者研修（急性期、生活期）の開催

７．部門責任者協議会の実施 

障害児者福祉部 川村 浩二

１．障害児・者の通所施設調査の実施

２．障害児・者の通所施設ネットワーク形成

― 地区ブロック事業（旧・地区事業）―

共通

１．地域包括ケアシステムにおける連携、協力

２．地域ケア会議への関わり強化

３．他団体への講師、役員選出、派遣

４．介護予防キャラバン、各種イベント

に関わる運営協力（各地区開催）

５．新人教育プログラム研修会の運営協力 

６．地区症例検討会の開催協力

７．セクハラ・パワハラ等地区相談窓口の開設準備

８．女性会員の活躍できる場づくり推進

９．支部組織の構築および連携強化

10．地区連絡網の整備及び地区会員名簿の管理

11．ホームページ活用（行事案内、報告）

12．その他、地区事業に関すること

西部  

１．健康はままつ 21  

２．森町ふれあいまつり 

３．浜北ふれあい広場 

４．福祉ふれあいフェスタ in はままつ 

中部  

１．健康フェスタ（清水テルサ） 

２．地域交流祭り（リハパーク静岡） 

３．スポーツ＆健康フェスタ（静岡県武道館） 

４．元気応援フェア（ツインメッセ静岡） 

５．元気ふじえだ健康ウォーキング 

６．まきのはら 2day ウォーキング 

東部  

１．富士宮市健康まつり 

２．富士市健康まつり 

３．駿東健康まつり 

４．ふく see ぬまづ福祉まつり 

５．伊東フェスタ 

－ 代議員・委員会 － 

代議員 

 (公社)日本理学療法士協会 第 46 回定時総会 

場所：ベルサール汐留 2Ｆホール 

【研修会】 

日時：平成 29 年 6 月 3 日（土）13：00～14：30 

【第 46 回定時総会】 

日時：①平成 29 年 6 月 3 日（土）14：45～18：30 

②平成 29 年 6 月 4 日（日） 9：00～12：00

倫理委員会 

１． 会長からの諮問を受け，倫理委員会を開催する 

２． 地区理事と協働し，ハラスメント相談窓口の設

置・運営を行う 

３． 職能倫理に関する研修会を開催する 

４． その他 

予算編成委員会 

１．静岡県理学療法士会平成 30 年度予算（案）の

作成～各局への案内配信 

２．予算編成会議の開催 

規約審議委員会 

１．各部局の名称変更及び追加に伴い、分掌規定の

修正・追加を検討する。 

２．平成 29 年度は、公益社団法人静岡県理学療法

士会定款・細則、倫理委員会設置要綱、個人情

報保護方針、個人情報取り扱いガイドライン、

役員報酬等規程等の内容を検討・改定を継続する。 

３．その他規約審議に関すること。 

組織検討委員会 

１．新組織体制移行に関する諸課題ついて検討を継

続（局と地区のマトリクス構造、支部組織の細分

化ほか） 

２．その他諮問事項に応じて対応 

災害対策委員会 

１．災害対策に関する情報収集 

２．会員への災害対策に関する情報提供 

３．静岡災害リハビリテーション研修会の開催 

４．災害発生に備えた組織作りと活動内容の検討 

５．第 2 回静岡災害リハ実務者研修会の開催 



６．事業継続計画（BCP）マニュアルの修正 

７．災害対応マニュアルの修正 

８．緊急時連絡網の構築 

９．支援ボランティア登録システムの構築 

10．東海北陸学会 災害対策担当者会議への出席 

選挙管理委員会 
 

１．平成 29 年度県士会役員選挙の準備 

選挙となった場合、投票選挙の実施及び関連業 

務の実施と報告 

表彰委員会 
 

１．表彰候補者に対して引き続き「調書」の提出 

を依頼する。「調書」をもとに表彰候補者名簿を

作成する。 

２．功労賞表彰者および永年勤続表彰者を推薦す 

る。 

３．他団体からの推薦依頼について前年度の資料 

を参考に検討をする。 

４．「他団体からの推薦依頼資料」を改訂する。 

部門責任者協議会 
 

部門責任者の管理者ネットワークの充実に資する情

報提供等を実施・検討します。 




